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(57)【要約】
　本発明は、有利には双方向型である、什器及び／又は
家庭用設備機器であって、表面積が０．７ｍ２より大き
い一体式ガラス材料から作られた少なくとも１つの基材
から形成された少なくとも１つのワークトップであり、
前記基材の明度Ｌ＊が１０未満、曇り度が３０％未満、
光透過率ＴＬが１０％未満である、少なくとも１つのワ
ークトップと、特に基材の１つ以上の領域又は１つ以上
の要素又は表示を生じさせることを意図した、少なくと
も１つの光源であり、特に基材の下に位置していて、該
光源が消されたときにそれにより隠される、少なくとも
１つの光源と、ワークトップの少なくとも１つの要素、
例えば１つ以上の光源などと通信するため、及び／又は
該当する場合には無線通信のための少なくとも１つの外
部要素と通信するための、少なくとも１つのインターフ
ェース、とを含み、加熱要素を含まない、什器及び／又
は家庭用設備機器に関する。



(2) JP 2018-538013 A 2018.12.27

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記のものを含み、１つ以上の加熱要素を含まない、有利には双方向型である、什器及
び／又は設備機器：
　・一体式のグレージング材料から作られて面積が０．７ｍ２より大きい少なくとも１つ
の基材から形成された少なくとも１つのワークトップであって、前記基材が、１０未満の
明度指数Ｌ＊、３０％未満の曇り度、及び１０％未満の光透過率ＴＬを有している、少な
くとも１つのワークトップ、
　・少なくとも１つの光源、特に前記基材の１つ以上のゾーン又は１つ以上の要素もしく
は表示を目に見えるものにすることを目的とした、少なくとも１つの光源であって、特に
前記基材の下に位置しており、それによりこの光源が消されたときに隠される、少なくと
も１つの光源、及び、
　・前記ワークトップの少なくとも１つの要素と通信するため、例えば前記１つ以上の光
源と通信するため、及び／又は必要ならば少なくとも１つの外部要素と無線で通信するた
めの、少なくとも１つのインターフェース。
【請求項２】
　グレージング材料から作られた前記基材の前記面積が０．９ｍ２を超え、特に１ｍ２を
超え、とりわけ少なくとも２ｍ２であり、前記基材の厚さが少なくとも２ｍｍ、特に少な
くとも２．５ｍｍ、とりわけ約３～３０ｍｍであり、前記厚さは有利には１５ｍｍ未満で
あって、特に約３～１５ｍｍ、とりわけ３～１０ｍｍであることを特徴とする、請求項１
記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項３】
　グレージング材料から作られた前記基材が前記ワークトップの面積の少なくとも５０％
、特に少なくとも７０％、とりわけ少なくとも９０％を占めることを特徴とする、請求項
１又は２記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項４】
　前記基材が強化ガラス又はガラスセラミックから作られており、好ましくはガラスセラ
ミックから作られていることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１つに記載の什器及
び／又は設備機器。
【請求項５】
　前記基材が、該基材の対角線の０．１％未満の平坦度を有し、好ましくは３ｍｍ未満、
特に２ｍｍ未満、とりわけ１ｍｍ未満、又はさらには約０の平坦度を有することを特徴と
する、請求項１～４のいずれか１つに記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項６】
　前記基材が、暗い外観、特に黒色又は褐色の外観であり、そして好ましくは、７未満の
明度指数Ｌ＊、及び／又は２０％未満の曇り度、及び／又は８％以下の光透過率ＴＬを有
しており、この光透過率は有利には０でなく、グレージング材料から作られた前記基材が
有利にはこれらの特性を本質的に有することを特徴とする、請求項１～５のいずれか１つ
に記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項７】
　前記基材又はグレージング材料の不透明度が１００未満で、好ましくは９３超であるこ
とを特徴とする、請求項１～６のいずれか１つに記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項８】
　１つ以上のゾーン及び／又は要素及び／又は機能及び／又は装飾を、１つ以上の光源に
より、及び／又は、例えばエナメルなどから作られた、恒久的な装飾により、作動時に及
び／又は恒久的に表示することを特徴とする、請求項１～７のいずれか１つに記載の什器
及び／又は設備機器。
【請求項９】
　１つ以上のゾーン及び／又は要素及び／又は機能及び／又は装飾を、少なくとも１つの
光源により該光源の作動時に表示及び／又は明示し、該光源を特に前記基材の下に配置し
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て、前記ワークトップを通り抜ける光の透過により発光性表示を行うことを可能にするこ
とを特徴とする、請求項８項記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項１０】
　前記基材の目に見える面が不透明コーティングで、特にエナメル又は薄膜でコーティン
グされており、コーティングしたゾーンにおける該不透明コーティングの被覆度が少なく
とも５％、好ましくは少なくとも２０％、特に少なくとも４５％、又はさらには１００％
であり、前記エナメルが、必要ならば、２％を超え、特に５％を超え、好ましくは１０％
を超え、とりわけ５％と３０％の間に含まれる、顔料含有量を有し、及び／又は前記基材
の屈折率と異なる屈折率を有すること、及び、１つ以上のゾーン及び／又は要素及び／又
は機能及び／又は装飾を、少なくとも１つの光源により該光源の作動時に表示及び／又は
明示し、前記光源が、前記基材の目に見える面と同一の側に位置し、すなわち前記表示が
なされるべき側、又は見ることが意図された側に位置していて、この場合にスクリーンを
形成するこの面への投射により発光性の表示を行うのを可能にしていることを特徴とする
、請求項８記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項１１】
　前記１つ以上の光源又は他の構成要素が、前記ワークトップの表面との及び／又は前記
インターフェースとの及び／又は外部システムとの接触により、又は動作、特に手の動作
により、作動可能であることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか１つに記載の什器
及び／又は設備機器。
【請求項１２】
　複数の光源を含み、該光源を、前記ワークトップを使用する人により投げかけられる影
の影響を最小限にするため、各光源又は前記ワークトップへ光を送る各要素と、前記ワー
クトップに対する法線との間の角度が５°と６０°の間、好ましくは３０°と４５°の間
に含まれるように配置することを特徴とする、請求項１～１１のいずれか１つに記載の什
器及び／又は設備機器。
【請求項１３】
　少なくとも１つの導波路をさらに含むことを特徴とする、請求項１～１２のいずれか１
つに記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項１４】
　選択された色の着色発光ゾーンを形成するように少なくとも１つの光学フィルタを含み
、このフィルタを概ね前記光源と前記基材との間に配置し、そして場合により前記光源及
び／又は前記基材に、及び／又は任意選択的に別の中間的要素に、しっかりと固定するこ
と特徴とする、請求項１～１３のいずれか１つに記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項１５】
　前記インターフェースが、特に前記ワークトップの外部にあるシステムとの、無線通信
を可能にし、例えば光源を作動させること及び／又は種々の機能を遠隔制御することを可
能にし、該外部にあるシステムは、例えばキーボード、タブレット、タッチスクリーン又
は携帯電話の形をしていて、このシステムは場合により固定して取り付けられるか又は移
動可能であり、前記無線通信は、例えば限定された範囲のもの、例えば当該什器及び／又
は設備機器が位置する空間の容積に限定された範囲のものであることを特徴とする、請求
項１～１４のいずれか１つに記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項１６】
　前記インターフェースが、種々の構成要素を作動させるため、及び／又は例えばインタ
ーネットページ、壁紙又は料理レシピなどのデータをダウンロード及び／又は送信し、例
えばこれらのデータを光源に送信して、特にそれらを前記ワークトップの表面に表示する
ことを可能にするために、接触又は動作により始動される種々の信号の送信を可能にする
ことを特徴とする、請求項１～１５のいずれか１つに記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項１７】
　前記ワークトップが１つ以上の機能性及び／又は装飾性コーティングを含み、該コーテ
ィングは例えばエナメル又は塗料又は１つ以上の薄膜をベースとしていることを特徴とす
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る、請求項１～１６のいずれか１つに記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項１８】
　前記ワークトップが、例えばユニットの骨組又は１つ以上の支持脚などの、少なくとも
１つの又は２つ以上の支持要素上に、特に水平に、取り付けられていて、該支持要素とと
もに、テーブル、任意選択的に開口部のないユニット、又はカウンターを形成しているこ
とを特徴とする、請求項１～１７のいずれか１つに記載の什器及び／又は設備機器。
【請求項１９】
　一体式グレージング材料から作られそして面積が０．７ｍ２より大きい少なくとも１つ
の基材から形成されたワークトップであって、該基材が１０未満の明度指数Ｌ＊、３０％
未満の曇り度、及び１０％未満の光透過率ＴＬを有していて、該ワークトップは、特に請
求項１～１８のいずれか１つに記載されたような、加熱要素を含まない多用途の双方向型
什器及び／又は設備機器の一部を形成することを意図したものである、ワークトップ。
【請求項２０】
　一体式グレージング材料から作られそして面積が０．７ｍ２より大きく、１０未満の明
度指数Ｌ＊、３０％未満の曇り度、及び１０％未満の光透過率ＴＬを有する基材、特にプ
レートの、請求項１９記載に記載された多用途の双方向型ワークトップとしての、及び／
又は請求項１～１８のいずれか１つに記載の什器又は設備機器における多用途の双方向型
ワークトップとしての、使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、種々の用途を目的とした安定な表面を提供するために、１つ以上の支持要素
（ユニットの本体、支持脚）上に水平に配置された又は配置されるように意図された少な
くとも１つの大型プレートから形成されたワークトップ、作業台、カウンター又はユニッ
トに関する。詳しく言えば、本発明は、同時に又は順次に種々の動作を行い及び／又は物
品を支持することを可能にすることができる（使用位置において一般に水平である）表面
又は台板（この表面又は台板はそれによりワークトップとして知られるものを形成する）
を有するテーブル又はユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワークトップを製造するために通常使用される材料は、例えば、木材、石英、Ｃｏｒｉ
ａｎ（登録商標）などである。さらに、キッチンでは、特に業務用キッチンでは、食品を
調理するために大型の一般的には金属及び／又は複合材のプレート調理台を使用すること
が知られている。特に、ストーンウェアなどのセラミックから作られたセラミック層又は
構成要素、アルミニウムなどの金属から作られた金属層又は構成要素、及びベークライト
などの絶縁性プラスチックから作られた層又は構成要素をベースとする多層プレートが知
られており、これらのプレートは一般に（例えば約１２ｍｍという）かなりの厚さを有し
、製造するのが煩雑である。
【０００３】
　同様に、特に家庭用途向けでは、ガラスセラミック又は強化ガラスから作られた小さめ
のクックトップ（特に面積が一般に０．４ｍ２より小さいもの。より大きい面積のプレー
トは、場合によっては従来の方法を用いて得ることがより困難であり、そして平坦さ、取
扱性などに関して問題を引き起こすことがある）が知られており、調理台におけるガラス
セラミックの使用は、特にこの用途においてこの材料により得られる性能及び製造される
プレートの魅力的な外観のために、ここ数年で広く普及してきている。
【０００４】
　現時点で種々のタイプのガラスセラミックプレートが知られており、所望の特性に悪影
響を及ぼす危険を冒すことなしにこれらのプレート及び／又はそれらを得るために使用さ
れる方法を変更することは非常に困難であるので、広範な研究及び多数の試行の結果とし
てそれぞれの改良型が得られている。クックトップとして使用することができるためには
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、ガラスセラミックプレートは一般に、可視領域の波長に透過性を有しなければならず、
その透過性は、停止したときに下にある加熱要素を少なくとも部分的に隠蔽することがで
きるように十分に低いとともに、状況（輻射加熱、誘導加熱など）に応じて、作動してい
るときの加熱要素を安全のために使用者が視覚的に検出することができるように十分に高
いものであって、このようなプレートはまた、特に輻射要素と連係されるべきプレートの
場合には、赤外線領域の波長において高い透過性を有することも必要である。このように
設計されたプレートは、専ら調理台として使用することを目的としていて、従来は、食品
の調理に使用される耐熱性調理用具以外の物品を受け取ることを目的としておらず、また
、食品の調理以外の働きに使用することを目的としてもいなかった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、より多様な用途を有する新規タイプの双方向型の製品を提供すること
によって、家庭用及び業務用什器の既存の範囲を広げることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、新規の、有利には双方向型である、本発明による物品、付属品、什器又は
設備機器によって達成され、この什器／設備機器（又はユニット）は、
　・面積（最も大きい面の長さ×幅）が０．７ｍ２より大きく、有利には本質的に平坦で
ある、一体式の（あるいは一体化して形成された又は単一の）（好ましくはガラスセラミ
ックの）グレージング材料から作られた（あるいはそれをベースとし又は本質的にそれか
らなる）少なくとも１つの基材（特にプレート又は表面又は台板）から形成された少なく
とも１つのワークトップ（あるいはカウンター又はワークテーブル）であって、前記基材
が、１０未満の明度指数（又は明度）Ｌ＊、３０％未満の曇り度及び１０％未満の光透過
率ＴＬを有する、少なくとも１つのワークトップ（あるいはカウンター又はワークテーブ
ル）、
　・少なくとも１つの光源であって、特に、基材の１つ以上のゾーン又は１つ以上の要素
又は表示を、特に基材を通した光の透過によって、目に見える形にする（明るくし又は視
認性にする）ことを目的としており、特に基材の下に配置されて、該光源が作動しておら
ず／停止しているときには隠蔽される、少なくとも１つの光源、及び、
　・ワークトップの少なくとも１つの要素（例えば１つ以上の光源）と通信するための、
及び／又は、必要な場合に、少なくとも１つの外部要素（ワークトップの外部にある）と
、例えば外部モジュール（外部システム、外部デバイス）と、無線で通信するための、少
なくとも１つのインターフェース、
を含み、１つ以上の加熱要素を含まない。
【０００７】
　本発明による製品は上述の目的を達成し、こうして本発明は、任意の居住空間で使用す
るのに適しており、場合によりワークトップが任意選択的に開口部のないユニット、テー
ブル、カウンターなどの一部を形成する、新規の双方向型什器及び／又は設備機器（特に
、照明などの機能を始動させること及びゾーン又はデータを表示することを可能にするも
の）を提供し、このワークトップは、種々の用途を対象とした安定な表面を提供するため
に、１つ以上の支持要素（ユニットの本体、支持脚）に（特にその最上部に）水平に取り
付けられており又は取り付けることができる。本発明によるワークトップ、什器又は設備
機器は、同時に又は順次に、物品（例えば、紙片、コンピュータ、花瓶、食器類など）の
保持を可能にし、行為（例えば、作業、ゲーム、読書など）を可能にし、また、高温であ
ることもある容器を、ワークトップの表面に損傷を与えず、あるいはその場での加熱要素
の作動が火傷を引き起こす危険を冒さずに、置くことを可能にする、連続の上面を有する
。什器及び／又は設備機器が一体化された加熱要素を含まないということは、什器及び／
又は設備機器の使用をより安全にする追加の安全手段であって、熱に敏感である可能性が
あり、特に加熱要素の繰り返しの使用により生じうる熱への長期の暴露に敏感でありうる
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、什器及び／又は設備機器の他の構成要素の寿命を延ばすことを可能にする。それゆえ、
本什器及び／又は設備機器は、レンジの上面で、又は高温に耐えることが意図された製品
（例えばファイアスクリーン）において従来から使用されているガラスセラミック材料を
従来のように使用するのとは対照的に、通常は高温用途を対象とするこの材料を、加熱要
素と連係しない、又はいかなるタイプの火炎にもさらされない、反対の目的のため普通で
ない役割に用いるが、それでもこの材料はなおも、それをこの新規の用途又はこの新規の
什器及び／又は設備機器に特に適したものにするいろいろの利点を有する。驚くべきこと
に、ガラスセラミックの表面を、作業又はプレイのための単純なありふれた表面、すなわ
ち加熱要素と連係していない表面として使用することは、特に有利なことである（特に、
清浄性、使用条件に関わらない耐久性などの点で）。
【０００８】
　より一般的に言えば、本発明はまた、一体式のグレージング材料から作られそして面積
が０．７ｍ２より大きい少なくとも１つの基材から形成されたワークトップに関するもの
であって、前記基材は明度指数Ｌ＊が１０未満、曇り度が３０％未満、そして光透過率Ｔ

Ｌが１０％未満であり、このワークトップは、特に本発明による上記のような、多用途の
双方向型什器又は設備機器（１つ以上の加熱要素を含まない）の一部を形成することが意
図されている（先の段落に挙げたような多くの用途が意図されている）。
【０００９】
　本発明はまた、一体式のグレージング材料から作られそして面積が０．７ｍ２より大き
い基材、特にプレートであって、前記基材は明度指数Ｌ＊が１０未満、曇り度が３０％未
満、そして光透過率ＴＬが１０％未満であるものの、先の段落で述べたような多用途の双
方向型ワークトップとしての使用にも関する。
【００１０】
　上記のとおり、ワークトップは一体式グレージング材料（このグレージング材料は単一
の物品を形成し／単一の部品であるが、とは言いながら基材は、必要ならば、美的又は機
能的理由のために、一般的に該部品が形成された後に該部品に作られる空所を含んでもよ
い）から作られた大きい基材又はプレートから形成され、このような大型の一体式プレー
トの利点は特に、魅力的でクリーニングが容易であり、より人間工学的であって、より安
全である（液体をこぼした場合などに、非浸透性材料で作られているので）などの、主と
して連続／均一／接合部なしの表面を提供することである。基材は、本質的にグレージン
グ材料からなるか又はグレージング材料のみからなり、この基材／グレージング材料は、
必要ならば、薄い装飾性又は機能性コーティング（特に、厚さが約数十ナノメートルから
数百ミクロン程度、又はさらに厚い）を備えることができ、コーティングは、下記に示す
ように、例えばエナメル、塗料、薄膜などから作られる。
【００１１】
　特にガラスセラミックの分野の一般的な実情とは逆に、このグレージング材料（それか
ら作られる基材）は大型であり、その面積（最も大きな面についてその長さ×その幅の積
に相当し、その面は一般に、視認できること及び（家庭又は作業関連の）物品を保持する
ことが意図されている上面である）は、０．７ｍ２より大きく、好ましくは０．９ｍ２よ
り大きく、特に１ｍ２より大きく、とりわけ２ｍ２以上である。しかしながら、特にガラ
スセラミックの場合には、大きなプレートの製造は平坦さ及び取り扱いに関して多くの問
題を引き起こす。それにもかかわらず、本発明では、本発明による方法に関して下記で説
明するように、良好な平坦性を有する大型プレートを、０．４ｍ２未満の通常の大きさの
ガラスセラミックプレートを得るために従来から使用される（標準的な）走行速度（ある
いはセラミック化炉の長さ又は滞留時間）に対して、速度を低減する（あるいは炉の長さ
を増加し又は炉内の時間を増加する）ことにより、有利に得ることができる。
【００１２】
　このように、本発明において、グレージング材料から作られた基材は、有利には、種々
の目的を果たすことが意図されるワークトップの又はその表面（一般には使用位置での上
面）の大部分（少なくとも５０％）、又はさらにはすべてを形成する。特に、本発明にお
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いて、グレージング材料から作られた基材は、有利には、ワークトップの面積（一般に、
視認性であること且つ物品を保持するために使用することが意図された面である上面上で
測定される）の少なくとも５０％、特に少なくとも７０％、とりわけ少なくとも９０％を
占め、そして一般にはワークトップの面積のすべてを占め、このワークトップの面積は、
当該面（一般に、視認性であること及び物品を保持するために使用することが意図された
面である上面）上でワークトップにより占められる開口部なしの面積（任意の空所（シン
クを取り込むためのトップにある空所など）により占められる面積を除いてワークトップ
が占める面積）を意味するものと理解され、又は実際には特に、ワークトップの長さにそ
の幅を乗じた積に相当する全体としての面積を意味すると理解される。什器のタイプに応
じて（特に、ワークトップがその面のうちの１つ、一般に上面、の全体を占める什器、例
えばテーブル、台所の中央に置かれた調理台又は単純なワークトップの場合）、グレージ
ング材料から作られた基材は、こうして、什器の面、特に上面（使用位置での）の面積の
少なくとも５０％、特に少なくとも７０％、とりわけ少なくとも９０％を占めることがで
き、又はさらには前記面積のすべてを占めることができる。
【００１３】
　有利には、グレージング材料から作られた基材はワークトップの少なくとも５０％、特
に少なくとも７０％、とりわけ少なくとも９０％、又はさらに全体を形成し、別の言い方
をすると、ワークトップ（一般に什器の上面であり、又は上面を形成している）は、大部
分（少なくとも５０％、特に少なくとも７０％、とりわけ少なくとも９０％）が、とりわ
け全体が（又は専ら）、グレージング材料（このグレージング材料は好ましくはガラスセ
ラミックである）から作られた基材から形成される。
【００１４】
　本発明による基材／グレージング材料は、有利には平坦であり（又は大部分がもしくは
ほとんどが平坦であり）、特に、基材の対角線の０．１％未満の平坦度（基材の平均平面
に関して基材の最も高い箇所と最も低い箇所の間の高さであって、美的又は機能的目的で
基材に意図的に作られる任意の変形を除外する）を有し、そして基材の大きさ／面積／対
角線に応じて、好ましくは３ｍｍ未満、特に２ｍｍ未満、とりわけ１ｍｍ未満、あるいは
さらには約０である平坦度を有し、この平坦度はＶｉｓｕｏｌ社により販売されるＳｕｒ
Ｆｌａｔうねり計を用いて測定される。基材は、一般に幾何学的形状であり、特に長方形
、又はさらには正方形、円形又は楕円形などであり、そして一般に、使用位置において「
上」面（可視である面）と、使用位置における「下」面（一般に、ワークトップを取り込
んだユニットの枠組又は本体でもって隠蔽される）と、端面（あるいは端部又は厚さ）を
有する。上面は、一般に平坦で且つ滑らかであるが、少なくとも１つの突出ゾーン及び／
又は少なくとも１つの陥凹ゾーン及び／又は少なくとも１つの開口部を含み及び／又は面
取りした端部などを有してもよく（これらの表面構造は基材の製造の間に、例えば圧延、
重力曲げ又はプレスなどにより加えられるか、あるいは基材の再加工中に加えられる）、
これらの形状における変異は、プレートにおける連続的な変化を有利に構成する（すなわ
ちそれらはその他の材料又は接合部を含まない）。下面は、特に滑らかであることができ
、又は例えば圧延により得られて機械的強度を増加させるスタッドを備えることができる
。
【００１５】
　一体式グレージング材料から作られた基材の厚さは、一般に少なくとも２ｍｍであり、
特に少なくとも２．５ｍｍ、とりわけ約３～３０ｍｍであって、この厚さは有利には１５
ｍｍ未満、特に約３～１５ｍｍ、とりわけ３～１０ｍｍである。
【００１６】
　使用される基材のグレージング材料は、有利には、高温に対して耐性であり、及び／又
は０あるいはほとんど０（例えば１５×１０-7Ｋ-1未満）の膨張係数を有し、特に有利に
は、ガラスセラミック又は強化された（特に化学的又は熱的に強化された）ガラスである
。好ましくは、基材はガラスセラミックから作られた基材である。本発明により規定され
るように、基材／グレージング材料は、有利には、透過性が小さく、散乱性が小さく、そ
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して暗色（明度指数Ｌ＊により規定されるように）であって、特に黒色又は暗褐色の色で
あり、この材料は、特に、下記で明らかにするように、基材を通して光を透過させること
により表示を形成することができる。
【００１７】
　使用されるガラスセラミックは特に、国際公開第２０１２／１５６４４４号、国際公開
第２０１２／００１３００号、独国特許出願公開第２０２０１２０１１８１１号明細書に
記載されているような組成を有し、このガラスセラミックは詳細にはリチウムアルミノケ
イ酸塩ガラスセラミックである。
【００１８】
　例えば、使用されるガラスセラミックは有利には、次の構成成分を含み、及び／又は次
の組成、すなわち質量％で表して次の範囲の組成、すなわち、ＳｉＯ２：５２～７５％、
Ａｌ２Ｏ３：１８～２７％、Ｌｉ２Ｏ：２．５～５．５％、Ｋ２Ｏ：０～３％、Ｎａ２Ｏ
：０～３％、ＺｎＯ：０～３．５％、ＭｇＯ：０～３％、ＣａＯ：０～２．５％、ＢａＯ
：０～３．５％、ＳｒＯ：０～２％、ＴｉＯ２：１．２～５．５％、ＺｒＯ２：０～３％
、及びＰ２Ｏ５：０～８％、という組成、及び好ましくは、質量％で表して次の範囲の組
成、すなわち、ＳｉＯ２：６４～７０％、Ａｌ２Ｏ３：１８～２１％、Ｌｉ２Ｏ：２．５
～３．９％、Ｋ２Ｏ：０～１．０％、Ｎａ２Ｏ：０～１．０％、ＺｎＯ：１．２～２．８
％、ＭｇＯ：０．２０～１．５％、ＣａＯ：０～１％、ＢａＯ：０～３％、ＳｒＯ：０～
１．４％、ＴｉＯ２：１．８～３．２％、及びＺｒＯ２：１．０～２．５％、という組成
、を有するガラスのセラミック化により得られる。
【００１９】
　ガラスセラミックは、ヒ素で清澄されたもの（すなわち、約０．５～１．５質量％の酸
化ヒ素（Ａｓ２Ｏ３として表される）を含む組成の（マザーガラスから作られた）もの）
てよく、あるいはヒ素で清澄されていなくてもよく（特に０．２％未満、とりわけ０．１
％未満、実際のところさらには０の酸化ヒ素含有量を有する）、あるいはスズで清澄され
るか又は硫化物で清澄されていてもよく、そして圧延により又はフロート法により得るこ
とができる。
【００２０】
　グレージング材料は、仏国特許出願公開第１０６０６７７号明細書及び国際公開第２０
１２／０８０６７２号、又は仏国特許出願第１３６３１５７号明細書に記載されているよ
うな、非セラミック化強化ガラス、例えば強化リチウムアルミノケイ酸塩ガラスでもよく
、あるいはさらには、例えば国際公開第２０１２／１４６８６０号に記載されているよう
な、別のタイプ（ソーダ石灰、ホウケイ酸塩など）の強化ガラスであってもよい。
【００２１】
　ガラスセラミック又は強化ガラスは、本発明の規定において示される選択された特性を
有するグレージング材料を得ることを可能にする処理温度及びサイクルを用いて、上記文
献に記載されたそれぞれの方法によって得られる。ガラスセラミックの場合、これらの方
法は、好ましくは、下記で説明するように、本発明によって必要とされるような大型の平
らな基材を得るために、普通に使用される走行速度、セラミック化炉の長さ及びそこでの
滞留時間に対して、速度を少なくとも２５％、好ましくは少なくとも５０％低下させるこ
とにより、あるいは長さ又は滞留時間を少なくとも２５％、好ましくは少なくとも５０％
増加させることにより変更される。
【００２２】
　本発明により規定されるように、ワークトップを形成する基材は、１０未満、好ましく
は７未満の明度指数Ｌ＊、３０％未満、特に２８％未満、又はさらには２０％未満の曇り
度、及び１０％未満、特に８％以下の光透過率ＴＬを有するように選択され、この光透過
率は、特に基材の表面にその下に配置された光源により光表示を形成することを可能にす
る本発明の実施形態においては、０でない（０％より高い）のが好ましい。基材は、任意
の可能性ある局所的装飾（例えばエナメルから作られたもの）又は表面に適用された局所
的構成要素を除外した面積のほとんどにわたって（特に少なくとも８０％又はさらには１
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００％にわたって）、これらの特性を有する。これらの特性は、一般にはいかなるコーテ
ィングも存在しない基材自体を形成しているグレージング材料のものであるが、必要なら
ば、グレージング材料とその主面の一方及び／又は他方の大部分に施されたコーティング
との組み合わせから得られるものであってもよい。有利には、それはグレージング材料か
ら作られた基材の固有の特性であり、すなわち、グレージング材料から作られた前記基材
はいかなるコーティングも存在することなくそれ自体がこれらの特性を有する。
【００２３】
　明度指数Ｌ＊は、ＣＩＥ表色空間の成分であって、不透明な白色背景に接して配置され
た基材の上面上で、特にＢｙｋ－Ｇａｒｄｎｅｒ社のＣｏｌｏｒ　Ｇｕｉｄｅ　４５／０
比色計（反射色）を用いて、既知の方法で評価される。
【００２４】
　曇り度は、光が散乱される程度を評価するものであり、本発明の関連においては、５５
０ｎｍに等しい波長での全透過率に対する拡散透過率の比として定義され、この曇り度は
、例えば、光透過測定に使用される積分球を備えた分光光度計を用いて評価される。
【００２５】
　光透過率ＴＬは、光源Ｄ６５下で標準規格ＩＳＯ　９０５０：２００３に従って測定さ
れ、直接の透過及び可能性のある拡散透過の両方を考慮した全透過率（可視領域で積分さ
れる）であって、測定は、例えば積分球を備えた分光光度計を使用して行われ、所与の厚
さでの測定値を、必要ならば、その後標準規格ＩＳＯ　９０５０：２００３に従って４ｍ
ｍの基準厚さに変換する。
【００２６】
　先に規定したような本発明による基材は、特に外観が暗く、そしてそれは低透過性で且
つ低散乱性である材料から形成されて、特に黒色又は褐色の外観であって、特に、下方に
ある任意の要素をマスキングしながら、下に配置された光源との組み合わせで発光ゾーン
又は装飾を表示することを可能にする。使用するグレージング材料はまた、好ましくは、
特に本発明の１つの実施形態において前記表示を下方の光源により形成することを可能に
するため、又は下記に示すように表示を投射により形成することを可能にするために、不
透明度（又は不透明率又は不透明係数）Ωが１００未満であり、有利には９３より高いこ
とも好ましい。本発明においてこの不透明度は、式Ω＝１００－ΔＥ＊によって求められ
、そして色度（Ｂｙｋ－Ｇａｒｄｎｅｒ社のＣｏｌｏｒ　Ｇｕｉｄｅ　４５／０比色計を
使用して得られる反射の色度）の偏差ΔＥ＊を測定することにより評価され、この偏差は
不透明な黒色背景上に配置された基材と、不透明な白色背景上に配置された基材の、それ
らの上面での反射において測定した色度の差異に相当する（ΔＥ＊＝（（ＬＮ

＊－ＬＢ
＊

）２＋（ａＮ
＊－ａＢ

＊）２＋（ｂＮ
＊－ｂＢ

＊）２）１／２であり、ＬＢ
＊、ａＢ

＊及
びｂＢ

＊はＣＩＥ　１９７６色空間における白色背景上での第一の測定の色座標であり、
ＬＮ

*、ａＮ
*及びｂＮ

*は黒色背景上での第二の測定のそれである）。
【００２７】
　基材は、好ましくは、一般に残留ガラス相中にβ－石英構造の結晶を含み、膨張係数の
絶対値が有利には１５×１０-7／℃以下、又はさらには５×１０-7／℃以下であり、そし
て上記の特性を有する、黒色ガラスセラミックをベースとし、例えばユーロケラ社により
Ｋｅｒａｂｌａｃｋ＋の名称で販売されるプレートのガラスセラミックなどをベースとす
る。特に、それは、欧州特許出願公開第０４３７２２８号明細書、米国特許第５０７００
４５号明細書又は仏国特許出願公開第２６５７０７９号明細書に記載されているような組
成のヒ素で清澄したガラスセラミックでよく、あるいは例えば国際公開第２０１２／１５
６４４４号に記載されているような組成の、酸化ヒ素含有分が０．２％未満である（又は
さらには０．１％未満、又はさらには５００ｐｐｍ以下、又はさらには０である）、スズ
で清澄したガラスセラミック、さもなければ国際公開第２００８／０５３１１０号に記載
されているような１種以上の硫化物により清澄したガラスセラミックでよい。
【００２８】
　必要であれば、基材はまた、例えば特定の陰影又は色合いを与える、着色剤、例えば酸
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化バナジウム、酸化鉄、酸化コバルト、酸化セリウム、酸化セレン、酸化クロム、あるい
はさらには酸化ニッケル、酸化銅及び／又は酸化マンガンなどを、好ましくは１０質量％
未満の量で、含んでもよい。
【００２９】
　種々のゾーン及び／又は要素及び／又は機能及び／又は装飾を、本発明の規定に記載さ
れているような少なくとも１つの光源によって表示することができ、この光源は、作動す
ると、一定又は可変の色及び／又は大きさの発光パターン（特にディスク、円形、十字形
、三角形など）を表示することを可能にする。その他の非発光性パターン（非幾何学的な
装飾を含む任意のタイプのもの）が、恒久的に存在してもよく、これらは特に、プレート
の表面に（特に上面に、又は該当する場合にはコーティングのタイプに応じて下面に）、
例えばエナメル又は場合により塗料から作られた１つ以上の層（特にガラスセラミックを
装飾するために使用されるものなど）を被着することにより得られる。
【００３０】
　１つの好ましい実施形態では、１つ以上のゾーン及び／又は要素及び／又は機能及び／
又は装飾を、本発明の規定に記載されるような少なくとも１つの光源を用いて又はそれに
よって、該光源の作動時に表示し及び／又は明示する。前記光源は（使用位置において）
基材の下に配置されて、非作動時には基材により隠蔽され、そして前記光源は基材／ワー
クトップを透過することによる発光性表示を可能にする。
【００３１】
　別の有利な実施形態では、プレートの面、特に上面（使用位置において）又は可視面を
、不透明コーティングで、特にエナメル又は薄膜で、コーティングする。コーティングす
るゾーンにおける前記不透明コーティングの被覆度は、少なくとも５％、好ましくは少な
くとも２０％、特に少なくとも４５％、又はさらには１００％であり、前記エナメルは、
必要ならば（特に被覆度が１００％未満である場合に）、顔料含有量（エナメルのフリッ
ト＋顔料含有量に対する）が２％を超え、特に５％を超え、好ましくは１０％を超え、と
りわけ５％と３０％の間に含まれ、及び／又は、基材の屈折率と異なる屈折率を有し、そ
して１つ以上のゾーン及び／又は要素及び／又は機能及び／又は装飾が、本発明の規定に
おいて記載したような１つ以上の光源を用いて又はそれにより、該光源の作動時に表示さ
れ及び／又は明示される。前記光源は、前記プレートの可視面の上方（使用位置において
）に配置され、又はそれと同一の側（すなわち表示がなされるべき側、又はそちらから見
ることが意図された側）に配置されて、この場合スクリーンを形成するこの面への（直接
の）投射により発光性の表示を行うことを可能にする。
【００３２】
　１つ以上の光源が、特に制御ゾーン又は手段（タッチコントロール、ロゴ又はさらには
キーボードなどの形をとる）を表示することを可能にすることができ、これらは、例えば
ワークトップの表面との接触により（この接触を検出するために、例えば表面の下にある
センサが使用される）、又は遠隔的に（特に無線通信によって）、又はさらには手の単純
な動作により（必要ならば、外部にあるセンサにより、そして三角測量などによって動作
を検知して、それを、特にアルゴリズム及び適切なインターフェースを用いて、例えば機
能を始動するように変換することにより）、又は必要ならば、プレートの所定の場所に所
定の物品を配置することにより、作動可能である。この１つ以上の光源はまた、装飾の表
示や、例えば適切なインターフェースを使用して、無線リンクよってダウンロードした種
々のデータの表示（例えばコンピュータページ、料理レシピなどの表示）を可能にするこ
ともでき、前記データは光源からプレート表面へ投射又は伝送される。
【００３３】
　必要であれば、本発明による物品は、複数のゾーンの照明のため、又は複雑な装飾又は
文字情報の表示のため、又は照明の均一性を増すために、複数の光源を含むことができる
。これらの光源は、反射又は望ましくない陰影なしに所望の効果を得るために、種々の照
明軸に沿い種々の照明角度で配置することができる。特に、スクリーンとして働くワーク
トップ上への投射による照明の場合には、ワークトップを使用している人により投げかけ
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られる影の影響を最小限にするために、例えば、各光源（又は、ワークトップに向けて光
を送る各要素、例えばミラー）とワークトップに対する法線との間の角度が、５°と６０
°の間、好ましくは３０°と４５°の間に含まれるように、複数の光源が配置される。
【００３４】
　１つ以上の光源は、有利には、特に嵩、有効性、寿命及び周囲条件に対する耐性の理由
から、特にワークトップの下に配置される場合に、発光ダイオードによって形成すること
ができる。
【００３５】
　これらのダイオードは、有利には、特に一方向に発光する、無機材料から作られた半導
体チップ（ＬＥＤ）であり、カプセル封止することができ、すなわち、半導体構成要素及
び該半導体構成要素をカプセル化するパッケージ（例えばエポキシ又はナイロン樹脂から
作られる）を含むことができる。これらのダイオードはまた、例えば約１００μｍ又は１
ｍｍの大きさで、場合により最小限の（例えば保護用の）カプセル化がなされた、コリメ
ータレンズなしの半導体チップであってもよい。
【００３６】
　ダイオードは、必要ならば、支持体又はストリップ又はベースによって支持することが
でき、このベースは、より良好な発光効果のために処理された及び／又は反射性にされた
（平坦な又は傾斜した）表面を有することが可能であり、この表面は、放出された放射線
をより良好に導くために、例えば、ラッカーもしくは塗料被膜及び／又はミラーコーティ
ングでコーティングされ、及び／又は白色もしくは金属反射体と結合される。
【００３７】
　必要ならば、特に電極間に有機半導体層を重ね合わせたものから本質的になる有機発光
ダイオード（ＯＬＥＤ）を使用し、そして有機層を通る電気がとる経路に従って１つのピ
クセル内に種々の色を生じさせることも可能である。他のタイプの光源も、上記のダイオ
ードと協働するように又はその代わりに使用することができ、例えばハロゲン又は白熱ラ
ンプ、レーザ又は液晶スクリーンを使用することができ、光源は、必要ならば、レンズ又
はミラーなどと組み合わせて使用することが可能である。
【００３８】
　各光源又は複数の光源は、（プレートに、あるいは什器及び／又は設備機器の別の部分
に、あるいはワークトップの上方に浮かせたレール又はデバイスなどの（前記什器及び／
又は設備機器と連係された）外部部品に）はんだ付け、クリップ締結、接着結合などによ
って、必要ならば別の要素によって、結合される。例えば、金属異形材の底部にそれ自体
が収容された支持体にはんだ付けされたダイオードを、この異形材のクリップ締結又は接
着結合によって取り付けることが可能である。１つ以上の光源の（特にプレートとの相対
的な）位置は、光源がプレートの下に配置される好ましい実施形態では基材を通して表示
を行うことを可能にするように適合させ、あるいはプレートが不透明コーティングにより
コーティングされ、そして光源を表示が見られることが意図された側に配置する場合には
、プレート（これはこの場合スクリーンとして機能する）上に（特に上方から）投射する
ことを可能にするために適合させる。
【００３９】
　光源と、その電源及び作動手段は、場合により、所望の照明ゾーンを必要に応じて同時
に又は個別に照明することを可能にするために、切り離すことができる。各光源は、単色
（純色）であっても又は多色（混合色）であってもよい。
【００４０】
　「単色光源」という表現は、可視波長範囲内に単一の発光ピークを有し、ピークの幅が
１～１００ｎｍ、好ましくは５～５０ｎｍの範囲にあるような光源を意味するものと理解
される。
【００４１】
　「多色光源」という表現は、可視波長範囲内に異なる波長の少なくとも２つの発光ピー
クを有する光源を意味するものと理解される。この場合、知覚（網膜により）される色は
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、種々の波長の混合の結果である。それは、主発光ピークと、主ピークよりも幅が広くて
一般に強度がより小さく、例えば蛍光によるものである別の発光ピークとを含む発光スペ
クトルを有するＬＥＤ及び／又はＬＥＤディスプレイであることができる。多色ＬＥＤは
、特に、４００ｎｍと５００ｎｍの間に含まれる第一の発光（高強度又は低強度のもの）
及び５００ｎｍを超える可視領域の第二の発光（高強度又は低強度のもの）を行う（例え
ば、少なくとも１つの発光性結晶及び１つ以上のフォトルミネッセント蛍光体から形成さ
れたＬＥＤの場合）。光源としては、特に、白色ＬＥＤ、例えば青色を発光する窒化イン
ジウムガリウム（ＩｎＧａＮ）などの半導体結晶のチップを、青色を吸収して黄色で発光
する無機蛍光体（例えばＹＡＧ：Ｃｅ）を含む透明樹脂（例えばシリコーン又はエポキシ
樹脂など）により被覆して構成された白色ＬＥＤ、を用いることが可能である。例えば、
独立して調整された強度の、「ＲＧＢ」タイプ（３つの光源、すなわち赤色源、緑色源及
び青色源を有する）などの３つの単色光源から形成された、多色光を放射するＬＥＤを使
用することも可能である。
【００４２】
　１つ又は複数の光源を、１つ又は複数のディスプレイタイプの構造体（例えば「７セグ
メント」の発光ダイオード又は液晶ディスプレイ）、及び／又はデジタルディスプレイ付
き接触感受性電子制御スクリーン又はパネルと一体化させ、結合させ又は組み合わせても
よい（必要ならば、インターフェースを介する無線リンクによって）。
【００４３】
　１つ以上の光源とは別に、本発明による物品は、物品の１つの部分から別の部分へ（特
に全内部反射又は金属表面からの反射によって）光を伝搬させることを目的とした少なく
とも１つの導波路を含むこともでき、特に光源がワークトップの下に置かれたときには、
各光源はこの場合、当該導波路に結合されて、導波路が光を導波するように導波路内へそ
の光を放射することによってそれと相互作用し、例えば１つ以上の光源が導波路の端面又
は端部へ放射しそれと結合される。この導波路は、有利には透き通っており又は透明であ
って、特にプレートの下面の下に追加することができる（別々に設計された後に取り付け
られる）。それは、有機及び／又はプラスチック（例えばポリカーボネート又はポリメチ
ルメタクリレートＰＭＭＡから作られる）又は無機であることができ、好ましくは無機で
あり、特にそれはガラスシートである。本発明による物品は、１つ以上の照明ゾーンにそ
れぞれ専用の複数の導波路を含んでもよく、又は、必要ならば、開口部を備えた単一の導
波路を含んでもよい。導波路は、接着結合及び／又はクリップ締結、あるいはカプセル化
などにより、基材にしっかりと固定することができる。導波路は基材に直接、あるいは什
器及び／又は設備機器の別の部分又はワークトップを取り付ける支持部材に結合されても
よく、例えば、ワークトップを載せる本体にしっかりと固定されてもよい。導波路は、と
りわけ、光を所望の照明ゾーンまでより多く伝播することを可能にし、本発明により使用
される基材にとって特に適している。
【００４４】
　特に、必要に応じて少なくとも１つの導波路と連係している１つ以上の光源がワークト
ップの下に配置される場合には、什器及び／又は設備機器は、照明ゾーンに、１つ以上の
光源により放出される放射線を取り出すための少なくとも１つの手段、例えば１つ以上の
散乱要素又は処理部、特に、表面に追加された層及び／又は導波路の表面又は取り出し表
面（局所的な又は全表面にわたる）の任意の処理部又は差別化した表面構造、例えばレー
ザエッチング、エナメルの印刷、化学薬品（酸など）でのエッチング又は機械的攻撃（サ
ンドブラスト処理など）などによって得られるようなもの、を含むこともできる。取り出
し表面は、必要ならば、例えば内部へレーザエッチング技術を適用することにより、導波
路の厚さ内に設けてもよい。導波路の端部の幾何学的形状及び粗さに、光を局所的に且つ
制御可能に取り出すことができるように変化を加えてもよい。１つ以上の取り出し手段は
、導波路から所望の照明ゾーンへと放射線を取り出すことを可能にする。それらは、必要
ならば、照明すべきゾーンを対象とするのを可能にする別の処理、例えば基材の１つの面
の一部の上に被着されたスクリーン印刷されたマスク（特定のゾーンをマスキングして光
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の通過を妨げる）と、組み合わせてもよい。
【００４５】
　必要ならば、とりわけ１つ以上の光源がワークトップの下に配置される場合には、什器
及び／又は設備機器は、選択された色の着色発光ゾーン（暗色のガラスセラミックから作
られた基材を通して見られる光源の色がプレートを通過することにより光源の当初の色に
対して変更される）を形成するように、少なくとも１つのフィルタ（少なくとも１つの光
源に（操作時において）連結される（同様にプレートに連結されて、特にこれら３つの構
成要素（の作用／効果）の結果として、着色ゾーンが得られる））を含んでもよく、該フ
ィルタは一般に、光源とプレートとの間に配置され、また該フィルタは、特に、光源及び
／又はプレート及び／又は場合により別の中間的要素と組み合わされる（又はそれにしっ
かりと固定される）。
【００４６】
　「フィルタ」という用語は、光学フィルタ（光の透過に対して作用するもの）、特にカ
ラーフィルタ（波長の透過に対する作用が波長に依存するもの）を意味するものと理解さ
れ、このフィルタは特に概して平らな要素又は構成要素であり、特に、（半）透明である
（特に、可視領域の特定の波長で透明であり、１つ以上の他の波長で透明でなく、不透明
で、影響を及ぼし、さらに一般に少なくとも５％、とりわけ少なくとも３０％の光透過率
を有するという意味において）、少なくとも１種の有機又は無機材料をベースとしたフィ
ルム又は層又は複合材の形態をとっていて、特に、可視スペクトルの特定の波長を吸収し
及び／又は反射し及び／又は再放射することを可能にする。このフィルタは、有利には、
吸収フィルタ（光の透過に対する作用が特定の波長での吸収により起こり、吸収された光
を特に熱に変換し及び／又は他の波長で放射できるもの）であることができ、あるいは反
射フィルタ（光の透過に対する作用が特定の波長での反射により起こるもの）であること
ができる。フィルタを追加して（別個に製作して）、少なくとも１つの光源及び／又はワ
ークトップと組み合わせることができ、あるいはそれを、例えばインクジェット印刷によ
り印刷した印刷層などの形態で、前記ワークトップ及び／又は前記光源と一体化し又はそ
の上に直接製作することができる。光源により放射される放射線は、この集成体が組み合
わされた基材を通して必要な表示を生じさせるために、この補正フィルタを通過する。こ
のフィルタは、様々な色を生じさせること、例えば、白色の又は複数の波長を混合するこ
とにより得られる混合色の少なくとも１つの着色ゾーンを形成することを、可能にするこ
とができる。
【００４７】
　フィルタは、着色した透明ポリマー、着色したガラスであることができ、この着色は被
着により又はそのバルクで行われ、あるいは、それは光源又は基材又は別の支持体などの
上に被着された層であることができる。好ましくは、１つ以上の吸収フィルタを使用し、
このフィルタは有利には、観察入射角がどんなであろうと選択された効果又は色を得るこ
とを可能にし、該フィルタは、例えば、１種以上の色素又は無機もしくは有機顔料（場合
によりメジウム、特にシリコーン、エポキシ、アクリル又はポリウレタン樹脂、ＵＶ乾燥
性インク又はゾルゲルタイプの無機マトリックス中に溶解又は分散される）を、選択され
た基材（ガラス基材、又は例えばポリエチレンテレフタレート、ポリカーボネート、アク
リレート、ポリエーテルエーテルケトン（ＰＥＥＫ）などの、プラスチック／ポリマーか
ら作られた基材）上に被着させること（スクリーン印刷、インクジェットもしくはレーザ
印刷、スプレーコーティング、ディップコーティング、ロールコーティングなど）により
形成され、選択する色素又は顔料は有利には耐熱性である。
【００４８】
　１つ以上の光反射フィルタ（反射が特に種々の材料から構成される薄膜多層における干
渉によりなされ、薄膜は光の波長よりも小さい厚さの層である）を使用することも、特に
、例えば高屈折フィルム及び低屈折フィルムを交互に物理蒸着又は化学（真空）蒸着（Ｐ
ＶＤ又はＣＶＤ）することにより製作される、半反射性干渉（フィルム）の多層をベース
とする二色フィルタを使用することも可能であり、被着を行う基材は場合によりグレージ
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ング材料又はポリマーである。
【００４９】
　必要な場合には、種々の変数の値（吸収フィルタの場合には、顔料濃度、顔料タイプ、
フィルタの厚さなど、あるいは、二色フィルタの場合には、層の数、フィルタの各材料の
屈折率及び厚さなど）を適切に設定することにより所望の透過スペクトルを得るために、
１つ以上のフィルタが、必要ならば既存のフィルタと組み合わせ、又は適切なフィルタを
製作することにより、使用するプレート、所望の色、光源及び所望の効果（例えば、所与
の光源又は任意の光源について光源の色を維持すること、あるいはプレート／フィルタの
集成体を透過後に光源の初期色とは異なる目標の色を生じさせること）に応じて選択され
る。
【００５０】
　フィルタは、必要ならば、プレート（その下面）に、特に接着結合、被着（フィルタと
して働く層の）、レーザもしくはインクジェット印刷、スクリーン印刷、スプレーコーテ
ィングなどにより追加／被着させることができ、あるいは光源とプレートの間に固定する
ことができ、あるいは光源上に取り付けることができる（被着、接着結合、カプセル化、
かぶせることなどにより）。必要ならば、フィルタは光源と導波路の光注入面との間に挿
入してもよい。
【００５１】
　光源／プレート及び、必要ならば、フィルタの集成体は、設計上特に望ましい発光効果
を伴って、暗色基材を通して及び／又は該基材上に着色又は白色表示を得ることを可能に
する。物品は、機能的及び／又は装飾的目的を有する１つ以上の発光／表示ゾーンを含む
ことができ、該１つ以上のゾーンはプレートの任意のゾーンであることができ、そして異
なる（色、輝度が異なる）複数の発光／表示ゾーンを提供することが可能であり、及び／
又は各ゾーン自体が種々の色であってもよい。
【００５２】
　上記のように、本発明による什器及び／又は設備機器はまた、ワークトップの少なくと
も１つの要素（例えば１つ以上の光源など）と通信するための、及び／又はワークトップ
の外部にある要素と、例えば無線で通信するための、少なくとも１つのインターフェース
も含む。
【００５３】
　この（特にマシン－マシン又はヒューマン－マシン）通信インターフェースは、制御ノ
ブ又はタッチコントロールから又はそれらを介して光源を制御すること又はそれに指令を
送ることを可能にするデバイスでよく、これらの制御ノブ又はタッチコントロールはワー
クトップに一体化されるか、又は、特に指令が無線通信される場合には、それから切り離
して、有利には固定されているか、又は移動可能である、外部要素上に位置する。
【００５４】
　好ましくは、インターフェースは、ワークトップの外部にあるシステムと無線通信する
ことを可能にし（このシステムは場合によっては本発明による什器及び／又は設備機器の
一部を形成し、また場合によってはそれ自体がインターフェースを構成する）、例えば、
光源を作動させ及び／又は種々の機能（ワークトップ上でのデータの表示など）を遠隔制
御することを可能にし、外部システムにより与えられる指令がインターフェースを介して
什器及び／又は設備機器の関連構成要素に送信される。インターフェースはまた、ワーク
トップ上にある制御インターフェース（制御パネル）であることもでき、該制御インター
フェースは配線により又は場合によっては無線で、指令をワークトップの他の構成要素又
はワークトップの外部にある他の構成要素（例えば照明を投射する場合における離れたと
ころの光源）に送る。
【００５５】
　遠隔制御の場合の外部システムは、例えば、キーボード、タブレット、タッチスクリー
ン又は携帯電話の形態を取ることができ、このシステムは場合により固定して取り付けら
れ（例えば壁に固定され）、又は移動可能である（場合によっては、必要ならばワークト
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ップ上に配置される）こともできる。この実施形態には、特に、ワークトップ上の指跡（
グレージング材料上では見苦しくて目立つ）を防止するという利点がある。特に安全のた
めに、無線リンクは有利には、限定された範囲のもの（例えば、什器及び／又は設備機器
が位置する空間の容積に限定された範囲のもの）であっても、及び／又は該空間の外にい
る人による不測の作動を防止するために安全機能を装備されてもよい。無線通信は特に、
必要ならばブルートゥース（登録商標）、ＷＬＡＮ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＲＦＩＤチップなどの
タイプのシステムを用いて、電磁波又は電波により行われる。
【００５６】
　インターフェースは、上述したように種々の構成要素を作動させるために接触又はさら
には動作により発生される種々の信号を送信することを可能にすることができる（例えば
、それは三角測量によってセンサにより検出された動作を変換して機能（例えばゾーンの
照明など）を始動させることができ、これらのセンサはこのインターフェース（及び必要
ならばその構成部品）に接続される）。それはまた、種々のデータ（例えばインターネッ
トページ、壁紙、調理レシピなど）のダウンロード及び／又は送信を可能にすることもで
き、これらのデータは、例えば、特にワークトップの表面にそれらを表示することを可能
にする光源に送られる。
【００５７】
　一般に、少なくとも１つのインターフェースが、ワークトップの上又は下あるいはその
付近に配置される。本発明による什器及び／又は設備機器はまた、例えば種々の要素の作
動を可能にする、同一タイプ又は異なるタイプの複数のインターフェースを含むこともで
き、あるいは該什器及び／又は設備機器は、必要ならば所与の要素をより高レベルの安全
性で制御するために別に動作する（異なる設計のものであり、異なる周波数などで動作す
る）複数のインターフェースを含むこともできる。インターフェースは、１つ以上のセン
サ、コネクタ、制御要素又は任意の他の電気、電子もしくは電磁気構成要素などで形成す
ることができる。
【００５８】
　什器及び／又は設備機器あるいはワークトップは、インターフェースとは別に、什器及
び／又は設備機器の１つの部分から他のところへ指令を送るのに寄与する種々のケーブル
、コネクタ、又は他の、特に電気的な、要素を備えることができる。
【００５９】
　本発明による什器及び／又は設備機器、特にワークトップはまた、種々の機能的な及び
／又は装飾性のコーティングを含むこともでき、該コーティングは特に、グレージング材
料とともに一般に使用されるものから選ばれ、例えばエナメル、塗料、１つ以上の薄い（
例えば金属、誘電体などの）膜などをベースとする。例えば、基材の面のうちの１つが、
装飾の役割を有し、及び／又は１つ以上の要素（ディスプレイなど）を表示するために使
用され、及び／又はマスク（例えば、光源が直接見えることを防止するためのものである
が、とは言えこのマクスは本発明により選択される基材とって必要なわけではない）とし
て働き、及び／又は、他の目的のため（光取り出し手段として又は照明の均一性を増加さ
せるなどのため）に使用される、１つ以上のエナメル層又は１つ以上のエナメルパターン
を含むことができる。特に、ワークトップは、それに１つ以上の追加の特性を提供する、
例えば耐引掻きコーティング、機械的強度を増加させる層、耐汚染性コーティング、又は
オーバーフロー保護層などをもたらす、機能層を備えることができる。コーティングは、
例えばスクリーン印刷、陰極スパッタリング、空気噴霧、エナメルのインクジェット印刷
などの方法を使用して形成することができ、コーティングは場合により、コーティングの
タイプ及び所望の機能に応じて、特に可視面又は反対面に適用される。例えば、エナメル
での装飾の場合には、それを特に視認性の理由から上面に被着させるのが好ましく、それ
に対して塗料の不透明コートは、特に摩耗からより良く保護するために、反対面、すなわ
ち視認されることが意図されない面に被着させるのが好ましい。
【００６０】
　上記のとおり、ワークトップの装飾（又は少なくともその一部の装飾）又は表示を、あ
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る程度有利には、光表示により（コーティングの被着によるのとは対照的に）、又はさら
には、既に上述したようにワークトップが少なくとも１つの不透明な（特にエナメルの）
層でコーティングされている場合には、スクリーンを形成するワークトップに光を投射す
ることにより、得ることもできる。
【００６１】
　本発明はまた、本発明による什器及び／又は設備機器を製造するための方法、特に該什
器及び／又は設備機器のワークトップが０．７ｍ２より大きな面積の少なくとも１つのガ
ラスセラミック基材から形成される場合において該ワークトップを製造するための方法で
あって、前記基材を得るために０．７ｍ２より大きな面積のガラスプレートの少なくとも
１サイクルのセラミック化を行い、そして０．４ｍ２未満の面積のガラスセラミック基材
を得るために使用される最適の又は通常の走行速度、セラミック化炉の長さ又はそこでの
滞留時間のそれぞれに対して、走行速度を少なくとも２５％、好ましくは少なくとも５０
％低減させ、又はセラミック化炉の長さ又はそこでの滞留時間を少なくとも２５％、好ま
しくは少なくとも５０％増加させる方法にも関する。
【００６２】
　ガラスセラミックプレートは、一般に次のように製造されることが思い出される。すな
わち、ガラスセラミックを形成するために選択された組成のガラスを溶融炉で溶融させ、
次いで溶融したガラスをローラの間を通過させることにより圧延して標準的なリボン又は
シートにし、そして該ガラスリボンを所望の大きさに切断する。圧延の代わりに、例えば
国際公開第２００８／０５６０８０号に記載されるように、ガラスをフロート法により処
理してから、必要に応じて切断してもよい。その後、当該プレート又はまだ切断されてい
ないプレートを、それ自体は既知の方法でセラミック化する。このセラミック化は、ガラ
スを「ガラスセラミック」と呼ばれる多結晶材料へ変えるために選択された温度プロファ
イルを用いてプレートを焼成することからなり、該ガラスセラミックの膨張係数は０であ
るか又はほとんど０であり、そしてそれは７００℃ほどの熱衝撃に耐えることができる。
セラミック化は一般に、概してガラスが転移する範囲の付近にある核形成範囲まで温度を
徐々に上昇させる工程、核形成範囲を通り抜けて温度を上昇させる、数分間継続する工程
、セラミック化段階の温度まで新たに温度を徐々に上昇させる工程、セラミッ化段階の温
度を数分間保持する工程、及びその後室温へ急速に冷却する工程を含む。必要ならば、こ
の方法はまた、例えばウォータージェットでの、又はカッターを用いる機械的な罫書きな
どを伴う、切断操作（一般にセラミック化前における）、その後の付形操作（成形、面取
りなど）も含む。この方法はまた、特定の三次元形状を形成するために、圧延又は重力曲
げの工程を含むこともできる。
【００６３】
　本発明では、ガラスセラミックは、それに所望の特性を与える、特に透過性が小さくて
弱散乱性の暗色／黒色／褐色の外観を与える、セラミック化サイクルに付される。
【００６４】
　他の詳細及び有利な特徴は、下記において添付の図面を参照してなされる本発明の非限
定的実施形態の説明から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明による什器及び／又は設備機器の模式斜視図である。
【図２】同様の什器及び／又は設備機器の模式上面図である（表面にある調理用具や下に
あるユニットの要素は示していない）。
【図３】什器及び／又は設備機器の特定の構成要素が見えるのを可能にするためにユニッ
トの側面パネル（２３）を取り除いた模式側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００６６】
　本例において、本発明による什器及び／又は設備機器（１）は、２．７ｍ２の面積の少
なくとも１つの一体式ガラスセラミック基材（６）から形成されたワークトップ（５）を
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上に載置した本体（４）から形成されたユニット（２）を含み、該基材はワークトップの
面積（上面上で測定）の大部分（この事例ではすべて）を占めている。この基材は、例え
ば、ユーロケラ社によりＫｅｒａＢｌａｃｋ＋の呼称で販売されるものと同一タイプのプ
レートであり、このプレートは滑らかな上面及びスタッドを備えた下面を有し、厚さが８
ｍｍであって、明度指数Ｌ＊が０．１２、曇り度が０．６％、光透過率ＴＬが０．０３％
、そして不透明度が９９．９６である。この基材は、例えば、国際公開第２０１２／１５
６４４４号に記載のようにすることにより、とは言えその一方でセラミック化炉の走行速
度を５０％低下させて、得られる。
【００６７】
　あるいはまた、この基材は、例えば、ユーロケラ社によりＫｅｒａＶｉｓｉｏｎの呼称
で販売されるものと同一タイプの５．５ｍ２のガラスセラミックプレートでもよく、この
プレートは滑らかな上面及び滑らかな下面を有し、厚さが６ｍｍであって、明度指数Ｌ＊

が１．０８、曇り度が２．１７％、光透過率ＴＬが３．８％、そして不透明度が９９．５
３である。この基材は、例えば、国際公開第２０１２／００１３００号に記載のようにす
ることにより、とは言えその一方でセラミック化炉の走行速度を５０％低下させて、得ら
れる。
【００６８】
　使用する基材は黒色（上記の両方の事例において）である。両方の事例において、得ら
れたガラスセラミック基材は平坦度が２ｍｍ未満である（得られる平坦度は、０．４ｍ２

未満の標準サイズのプレートを得るために上記の出願で使用される速度に対して速度をわ
ずかに２５％低減した場合には２ｍｍと３ｍｍの間であり、速度の変更なしの場合には１
５ｍｍを超える）。良好な光学特性を得るために要求される平坦度は特に３ｍｍ未満、好
ましくは２ｍｍ未満である。
【００６９】
　什器及び／又は設備機器はまた、発光性効果のための装飾の目的で、又は例えば位置（
例えば高温の調理用具を配置するための）を表示することを目的として、１つ以上の光源
（８、８’）を含むこともでき、これらの光源は、特に基材の下に配置してそれらが消さ
れているときに隠すことが可能である。これらの光源は、例えば各位置の範囲を画定する
有色光の１つ以上の比較的大きな円（９）（必要ならば、場合により色は各位置について
同一であるか又は異なる）により、１つ以上のゾーンを表示する。本事例では、光源は照
明ゾーンに対して側方にオフセットされており（図３に示すとおり）、そして光は導波路
（１０）により選択されたゾーンに送られる。この光導波路（１０）は、例えば、透明な
ホウケイ酸塩ガラスの３ｍｍ厚さのプレートの形態を取り、そして光源（８）は、例えば
、異形材に収容された支持体により支えられた複数のＬＥＤにより形成され、これらの光
源は照明ゾーンから離れた導波路の端面の一部に位置している。この物品はさらに、光源
により放射された放射線を取り出すための手段を含み、これらの手段はエナメルでコート
されるか又はサンドブラスト処理されたゾーン１１の形態を取っていて、その各々は所望
の照明ゾーンの下にそれぞれ位置している。
【００７０】
　この什器及び／又は設備機器は、例えば光源との通信のために、少なくとも１つのイン
ターフェース（１２）（基材により隠蔽される）をさらに含み、このインターフェースは
また、プレートあるいは什器及び／又は設備機器の種々のゾーンの作動又は機能の制御の
ために、例えばタッチ感受性タブレット（１３）の形態を取った、外部システムとも無線
で通信する。外部システムは、移動可能であってワークトップ上に保持できること（図１
）、又は種々のゾーン又は機能を遠く離れて作動させるために使用できること（図３）が
有利である。その代わりに又はそれに加えに、インターフェースは、特に基材の、種々の
ゾーンの作動及び機能の制御のために、基材（２）の表面上に配置された一体化制御パネ
ルを含み、又はそれに接続することができよう。
【００７１】
　必要ならば、什器及び／又は設備機器は、ワークトップに覆いかぶさる照明システム（
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１４）（又はその代わりに、基材の下の光源によって形成された照明システム）と連係す
るか又はそれを含んでもよく、このシステムはワークトップ又は表示ゾーンを照明するた
めの（特に基材（６）の上面が不透明エナメルによりコーティングされている後者の場合
において）少なくとも１つの光源（８’）を取り入れている。
【００７２】
　什器及び／又は設備機器はまた、他の要素、特に光源を作動させるための電気ケーブル
（１５）も含み、また、様々な物品を収容するためなどの、ワークトップを支持する本体
内に配置された引き出し（１６）又は食器棚（１７）も含む。什器及び／又は設備機器は
また、その他の要素を含んでもよく、例えば、ワークトップが飾りを含んでもよく、基材
を、場合により局所的な恒久的装飾、例えばエナメルの装飾でコーティングしてもよい。
本体は開口部がなくてもよく、又は種々の空所（例えば空所（１８）など）を含んでもよ
く、又は他の要素（例えば引き出しなど）を組み込んでもよい。ワークトップ（５）は、
様々な目的のために、例えば書きもの（紙及びペン（１９）により表象されているように
）のために、キッチンテーブル（特に食品を食べることを可能にし、あるいは場合によっ
ては高温の調理容器（２１）を上に載せるのを可能にするもの）として物品（食器類（２
０）により表象されているような）を保持するためなどに、使用することができる。必要
ならば、本体に代えて、テーブルのものと同様の支持脚（例えば、パネル２２及び２３の
み、又はワークトップの下にある構成要素であって、この場合には好ましくは基材の下の
数センチメートルの厚さの局所的な覆いにより隠蔽されている、四隅の４つの脚）を、用
いることもできる。
【００７３】
　本発明による什器及び／又は設備機器は、特に且つ有利には、調理ゾーンのない新規の
範囲の双方向型で多用途向けのユニットを創作するために使用することができる。

【図１】

【図２】

【図３】
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